
　　　　　2022-23年度　会長
　　　　　　西山徳芳 会員
　今日の総会で来期の会長をやる
ようにとのこと、私にとって荷が
勝つ役割を仰せつかることになる、
第一歩となり緊張しております。
　私は段ボールの箱を作ることを
生業とする会社をやっており、地

場の企業様に納めることで、物流の一端を担ってお
ります。
　三条RCは三条を代表する会社の社主の方ばかりで
私がどれだけお役に立てるか不安でなりませんが、
皆様からお声をかけていただいたからには精一杯
努めてまいりたいと思います。
　幹事には梨本次郎さんにご承諾していただき感謝
しております。梨本次郎さんはITに疎い私にはまぶ
しい能力を有しており大変頼もしい方であります。
　さて、新型コロナウイルスによるクラブへの影響
は若槻年度から始まり、野崎年度、本年の歸山年度
と長期化しております。通常のクラブ活動が制限
され、まったく活動できない日々もありましたが、
ここ最近は新たな感染者も少なくなり、ある程度は
元に近い形で例会を開けるようになってきました。
　しかし、対外的な奉仕はまだできにくく、今も新
しい変異株の「オミクロン株」が確認されワクチン
でできた免疫をすり抜けて人に重篤な症状をもたら
すといわれております。日本では高いワクチン接種
率と生活習慣から、幸い感染者数も徐々に減少の
横ばいになっているが左記の変異株が拡大しないよ
うに予防の手段を講じながら地域の足元から奉仕の
活動を進めていきたいと考えております。
　今回の組織は、やがて来る70周年にまた一歩近づ
き、「今まで理事を経験していない方に理事に入って
いただき、ベテランがサポートしていく」という
先を見据えた組織としました。
　クラブでの委員会はオーケストラでいうところ
の、弦楽器、木管楽器、金管楽器、打楽器で各パー
トに分かれているが総合して動くことで初めて楽曲
となります。委員会メンバーが正副委員長のもと梨
本次郎さんが幹事コンサートマスター、理事の皆様
がパートリーダー、私が当年の客演指揮者となり、
委員会も総合していい楽曲になるよう努めていきた
いと思います。
　伝統ある三条RCを指揮（トライブ）するのではなく、
会員の持ち味を発揮できるようにするのが役割と考
え、メンバーの皆様のお力添えをいただき一年を乗
り切る決意です。どうぞよろしくお願いいたします。

課題を世代別に聞いたところ、これから中心となる
「Ｚ世代」では、「貧困問題」が2位となっており、高
齢化や介護問題よりクローズアップされています。
　今年の流行語のトップテンに「親ガチャ（親や境
遇は自分で決められない）」がランクインされるな
ど、将来に期待していない人が増加している世の中
になっています。
　ひとり親の貧困率は5割、子供の貧困率は7人に一
人という現実に向き合う必要があります。
（10.27 新潟日報）

　三条のフードバンク事務局の2階には、美容院に
行けない女子中学生・高校生に髪をきってあげる場
所があります。
　そんな現実がある一方で、多くの「矛盾」が存在
しています。
例えば、
パンの耳で空腹をしのぐ母親⇔毎日ごはん一膳を
捨ていている日本。
貧困相談が3倍 ⇔ 食品ロスが少し減っだけで全員
運動のおかげと評価される風土。
食品ロス削減のため、高級食料品を豚の餌に回したり、、
県庁内で5割引きで販売したり、、
　まだまだ、「困窮者を救う手段はいろいろあるので
はないか」との思いを抱く次第です。
　自殺が3割増加し、ひとり親の4人に一人が収入
ゼロで、平均の給与は「一か月10万円程度」という
現実にどのように向き合うか、私たち、民間企業も
CSV経営（社会課題の解決に取り組む共有価値を経
営理念に加える企業経営）が必要だと思う次第です。
　新発田市では、民間企業、団体などが協力する枠
組みを作っており、銀行としても、「フードバンクと
企業を結ぶ活動」や、「SDGｓにいがた」と連携した
活動などに着手したところです。
　私は、金融に身を置く立場として、矛盾の解決に
取り組むべく、金融、民間企業、行政を繋げ、少し
でも暖かい社会となるように、活動して参ります。

「卓　話」
　　　　　長谷川 徹 会員
　第四北越銀行三条支店長谷川
です。
　本日は、金融に身を置いている
立場として、ロータリーの7つの重
点分野から、「子供の貧困問題」に
ついて、お話させていただきます。
　自己紹介ですが、1968年生まれ

で、出身は新発田市です。バブル世代と言われます
が、「積み木崩し」と言われて、高部知子を思い浮か
べる世代、最近では「Z世代に対しX世代」と言わ
れているそうです。
　新発田市と三条市を比較しますと、人口は三条市
93,500人に対し新発田市は94,000人と、ほぼ同じです
が、製造業は550社対160社。卸売業は540社対170社。
事業所合計で6,100社対4,500社。有効求人倍率が1.71
対1.21で、経済状況の違いが鮮明です。
　本日のテーマである「貧困問題」について説明し
ます。

　今年5月の新聞記事ですが、『母が追い詰められて
いると感じた妹は「食べ物がないので、学校の植物
図鑑で調べて、食べる草を探しに行った。近所のお
ばちゃんに食べ方を聞いた」…』

　ちなみに、12月2日の日経の記事ですが、社会的

吉井直樹さん
　あたたかい12月を過ごしています。
生活は楽ですが、仕事は不安です。
　本日、長谷川様卓話宜しくお願いします。
松永隆夫さん
　エール飲食券買ってきました。間に合いました。
菊池　渉さん
　寺も冬囲い、松つりが終りました。これらがムダ
になるような冬でありますように。

西山徳芳さん
　山茶花も雪囲いの内で咲いています。お茶も炉開
になりました。

斎藤弘文さん
　今朝、インフルエンザの予防接種を受けました。
安心です。

石倉政雄さん
　李君ようこそ。
明田川賢一さん、 小出子恵出さん、 渡辺良一さん、
小林吾郎さん、　 五十嵐博宣さん、 柳取崇之さん、
船越良則さん、　 落合孝夫さん、　 丸山行彦さん、
小越憲泰さん、　 金子俊郎さん、　 中村和彦さん、
近藤雄介さん、　 高橋　司さん、　 渡部　宏さん、
渡辺勝利さん、　 石黒良行さん、　 若槻八十彦さん、
石橋育於さん、　 関川　博さん、　 杉山幸英さん、
長谷川正実さん、 小林卓哉さん、　 中條克俊さん、
中村信一さん
　長谷川徹会員、本日は卓話ありがとうございます。
　お話楽しみにしております。

　　　　　　　　1 2月 8日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  512,000

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　みなさんこんにちは。
　三条市特別支援学級児童生徒「ウィン
ターフェスティバル」の分散開催の役目
で12月7日、須頃小学校へのサンタクロー
スの訪問、柳取社会奉仕委員長はじめ
参加した会員の皆様、ご苦労様でした。
子供たちにも大変喜んでもらえました

し、有意義な時間を過ごさせていただきました。帰り際には
早川校長先生より「来年もよろしくお願いします」との言葉
をいただきました。
　地区事務所より、8月佐賀・長崎市の豪雨災害支援金つい
ての御礼と報告がきております。皆様からの義捐金は、地区
より200万円、台湾姉妹クラブを含めた全国ロータリークラ
ブからの支援金は4600万円に達し、佐賀県・長崎県雲仙市、
被災地区クラブに振り分け贈呈したとの報告がありました。
　さて今回の話ですが、12月は疾病（病気）予防と治療月間
です。
　私事ですが、10年ほど前、会社で受けている健康診断が午
前中で終わり、午後すぐに「胃に異常があり」と連絡があり
まして病院で検査してくださいとのことでした。
　私には心当たりがあり、不定期ではありますが1週間から
10日間くらい同じ時間に胃痛で市販の薬を服用していたこと
がよくありました。多分自分は胃ガンになるだろうなと思っ
ていましたので、ついにと考えたのは本当のところでした。

　そこで、ガンだったら即入院・手術と考え、健診
のデータをいただいて、新潟大学医歯学総合病院で
内視鏡検査を受けました。結果は胃潰瘍で、しかも
同じ個所に2回できたあとがありガンではないとの
診断に、ほっと安堵をしましたが、その時の医師に
年一回内視鏡検査を受けることを勧められ、その年
より毎年11月の終わりに行っています。当然、今年
も行ってきまして異常なしとの結果でした。
　医師の話だと、「年に一回検診を受けていれば、
ガンが発見されたとしても体に大きな負担をかける
手術をしなくても治療はできる」とのことです。し
かし「今年はガン検診を受ける人はコロナの影響で
減っている」ともおっしゃっていました。
　コロナで亡くなる人よりガンで亡くなる人の方が
多いことが現実であることを考えますと、コロナ
対策は重要ですが継続して自分で注意していかなけ
ればならないことも重要だと思いました。
　もちろん1年後の予約もしてきました。
　以上です。

幹事報告
　　　　　　 五十嵐博宣 幹事

◎国際ロータリー日本事務局より
 「12月ロータリーレートのご案内」
　12月1日より　1ドル＝114円
◎高尾ガバナー事務所より
 「ガバナー月信 12月号発行のお知らせ」
◎地区事務所より
 「令和3年8月 佐賀・長崎豪雨災害義援金の御礼」
◎三条ローターアクトクラブより
 「12月第一例会のご案内」
　　　日　時　12月9日（木）19：30～21：00
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX
歸山　肇会長
　本日の卓話、長谷川さんよろしく御願いします。
長谷川徹さん
　本日の“卓話”つまらなくてすみません。
衛藤泰男さん
　昨日、市立須頃小学校特別支援学級生徒のウィン
ターフェスティバルに出席しました。初めてサン
タさんの衣装を着たのですが、付け髭が口に入り
大変でした。
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【ヴィジター】
 ・米山記念奨学生　李 恒 さん

【先週のメークアップ】
［12.4］地区ロータリー財団ミーティング  
　　　　　　　　　　　　　　（新潟）へ
 ・吉井直樹さん
［12.5］地区ローターアクト
　　　　第3回会長幹事会議（三条）へ
 ・相場弘介さん
［12.7］ウィンターフェスティバルへ
 ・歸山　肇さん、五十嵐博宣さん、
 ・柳取崇之さん、衛藤泰男さん、
 ・落合孝夫さん、船越良則さん、
 ・松永隆夫さん

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■本日の出席会員数：57名中40名
■先々週出席率：77.19％
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石橋育於さん、　 関川　博さん、　 杉山幸英さん、
長谷川正実さん、 小林卓哉さん、　 中條克俊さん、
中村信一さん
　長谷川徹会員、本日は卓話ありがとうございます。
　お話楽しみにしております。

　　　　　　　　1 2月 8日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  512,000

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　みなさんこんにちは。
　三条市特別支援学級児童生徒「ウィン
ターフェスティバル」の分散開催の役目
で12月7日、須頃小学校へのサンタクロー
スの訪問、柳取社会奉仕委員長はじめ
参加した会員の皆様、ご苦労様でした。
子供たちにも大変喜んでもらえました

し、有意義な時間を過ごさせていただきました。帰り際には
早川校長先生より「来年もよろしくお願いします」との言葉
をいただきました。
　地区事務所より、8月佐賀・長崎市の豪雨災害支援金つい
ての御礼と報告がきております。皆様からの義捐金は、地区
より200万円、台湾姉妹クラブを含めた全国ロータリークラ
ブからの支援金は4600万円に達し、佐賀県・長崎県雲仙市、
被災地区クラブに振り分け贈呈したとの報告がありました。
　さて今回の話ですが、12月は疾病（病気）予防と治療月間
です。
　私事ですが、10年ほど前、会社で受けている健康診断が午
前中で終わり、午後すぐに「胃に異常があり」と連絡があり
まして病院で検査してくださいとのことでした。
　私には心当たりがあり、不定期ではありますが1週間から
10日間くらい同じ時間に胃痛で市販の薬を服用していたこと
がよくありました。多分自分は胃ガンになるだろうなと思っ
ていましたので、ついにと考えたのは本当のところでした。

　そこで、ガンだったら即入院・手術と考え、健診
のデータをいただいて、新潟大学医歯学総合病院で
内視鏡検査を受けました。結果は胃潰瘍で、しかも
同じ個所に2回できたあとがありガンではないとの
診断に、ほっと安堵をしましたが、その時の医師に
年一回内視鏡検査を受けることを勧められ、その年
より毎年11月の終わりに行っています。当然、今年
も行ってきまして異常なしとの結果でした。
　医師の話だと、「年に一回検診を受けていれば、
ガンが発見されたとしても体に大きな負担をかける
手術をしなくても治療はできる」とのことです。し
かし「今年はガン検診を受ける人はコロナの影響で
減っている」ともおっしゃっていました。
　コロナで亡くなる人よりガンで亡くなる人の方が
多いことが現実であることを考えますと、コロナ
対策は重要ですが継続して自分で注意していかなけ
ればならないことも重要だと思いました。
　もちろん1年後の予約もしてきました。
　以上です。

幹事報告
　　　　　　 五十嵐博宣 幹事

◎国際ロータリー日本事務局より
 「12月ロータリーレートのご案内」
　12月1日より　1ドル＝114円
◎高尾ガバナー事務所より
 「ガバナー月信 12月号発行のお知らせ」
◎地区事務所より
 「令和3年8月 佐賀・長崎豪雨災害義援金の御礼」
◎三条ローターアクトクラブより
 「12月第一例会のご案内」
　　　日　時　12月9日（木）19：30～21：00
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX
歸山　肇会長
　本日の卓話、長谷川さんよろしく御願いします。
長谷川徹さん
　本日の“卓話”つまらなくてすみません。
衛藤泰男さん
　昨日、市立須頃小学校特別支援学級生徒のウィン
ターフェスティバルに出席しました。初めてサン
タさんの衣装を着たのですが、付け髭が口に入り
大変でした。

2

さざんか

米山記念奨学生の李恒さんへ奨学金の授与を行いました。
また、今月がお誕生日の李さんへプレゼントをお渡ししました。
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　　　　　2022-23年度　会長
　　　　　　西山徳芳 会員
　今日の総会で来期の会長をやる
ようにとのこと、私にとって荷が
勝つ役割を仰せつかることになる、
第一歩となり緊張しております。
　私は段ボールの箱を作ることを
生業とする会社をやっており、地

場の企業様に納めることで、物流の一端を担ってお
ります。
　三条RCは三条を代表する会社の社主の方ばかりで
私がどれだけお役に立てるか不安でなりませんが、
皆様からお声をかけていただいたからには精一杯
努めてまいりたいと思います。
　幹事には梨本次郎さんにご承諾していただき感謝
しております。梨本次郎さんはITに疎い私にはまぶ
しい能力を有しており大変頼もしい方であります。
　さて、新型コロナウイルスによるクラブへの影響
は若槻年度から始まり、野崎年度、本年の歸山年度
と長期化しております。通常のクラブ活動が制限
され、まったく活動できない日々もありましたが、
ここ最近は新たな感染者も少なくなり、ある程度は
元に近い形で例会を開けるようになってきました。
　しかし、対外的な奉仕はまだできにくく、今も新
しい変異株の「オミクロン株」が確認されワクチン
でできた免疫をすり抜けて人に重篤な症状をもたら
すといわれております。日本では高いワクチン接種
率と生活習慣から、幸い感染者数も徐々に減少の
横ばいになっているが左記の変異株が拡大しないよ
うに予防の手段を講じながら地域の足元から奉仕の
活動を進めていきたいと考えております。
　今回の組織は、やがて来る70周年にまた一歩近づ
き、「今まで理事を経験していない方に理事に入って
いただき、ベテランがサポートしていく」という
先を見据えた組織としました。
　クラブでの委員会はオーケストラでいうところ
の、弦楽器、木管楽器、金管楽器、打楽器で各パー
トに分かれているが総合して動くことで初めて楽曲
となります。委員会メンバーが正副委員長のもと梨
本次郎さんが幹事コンサートマスター、理事の皆様
がパートリーダー、私が当年の客演指揮者となり、
委員会も総合していい楽曲になるよう努めていきた
いと思います。
　伝統ある三条RCを指揮（トライブ）するのではなく、
会員の持ち味を発揮できるようにするのが役割と考
え、メンバーの皆様のお力添えをいただき一年を乗
り切る決意です。どうぞよろしくお願いいたします。

課題を世代別に聞いたところ、これから中心となる
「Ｚ世代」では、「貧困問題」が2位となっており、高
齢化や介護問題よりクローズアップされています。
　今年の流行語のトップテンに「親ガチャ（親や境
遇は自分で決められない）」がランクインされるな
ど、将来に期待していない人が増加している世の中
になっています。
　ひとり親の貧困率は5割、子供の貧困率は7人に一
人という現実に向き合う必要があります。
（10.27 新潟日報）

　三条のフードバンク事務局の2階には、美容院に
行けない女子中学生・高校生に髪をきってあげる場
所があります。
　そんな現実がある一方で、多くの「矛盾」が存在
しています。
例えば、
パンの耳で空腹をしのぐ母親⇔毎日ごはん一膳を
捨ていている日本。
貧困相談が3倍 ⇔ 食品ロスが少し減っだけで全員
運動のおかげと評価される風土。
食品ロス削減のため、高級食料品を豚の餌に回したり、、
県庁内で5割引きで販売したり、、
　まだまだ、「困窮者を救う手段はいろいろあるので
はないか」との思いを抱く次第です。
　自殺が3割増加し、ひとり親の4人に一人が収入
ゼロで、平均の給与は「一か月10万円程度」という
現実にどのように向き合うか、私たち、民間企業も
CSV経営（社会課題の解決に取り組む共有価値を経
営理念に加える企業経営）が必要だと思う次第です。
　新発田市では、民間企業、団体などが協力する枠
組みを作っており、銀行としても、「フードバンクと
企業を結ぶ活動」や、「SDGｓにいがた」と連携した
活動などに着手したところです。
　私は、金融に身を置く立場として、矛盾の解決に
取り組むべく、金融、民間企業、行政を繋げ、少し
でも暖かい社会となるように、活動して参ります。
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です。
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近藤雄介さん、　 高橋　司さん、　 渡部　宏さん、
渡辺勝利さん、　 石黒良行さん、　 若槻八十彦さん、
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まして病院で検査してくださいとのことでした。
　私には心当たりがあり、不定期ではありますが1週間から
10日間くらい同じ時間に胃痛で市販の薬を服用していたこと
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ガンが発見されたとしても体に大きな負担をかける
手術をしなくても治療はできる」とのことです。し
かし「今年はガン検診を受ける人はコロナの影響で
減っている」ともおっしゃっていました。
　コロナで亡くなる人よりガンで亡くなる人の方が
多いことが現実であることを考えますと、コロナ
対策は重要ですが継続して自分で注意していかなけ
ればならないことも重要だと思いました。
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歸山　肇会長
　本日の卓話、長谷川さんよろしく御願いします。
長谷川徹さん
　本日の“卓話”つまらなくてすみません。
衛藤泰男さん
　昨日、市立須頃小学校特別支援学級生徒のウィン
ターフェスティバルに出席しました。初めてサン
タさんの衣装を着たのですが、付け髭が口に入り
大変でした。
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営理念に加える企業経営）が必要だと思う次第です。
　新発田市では、民間企業、団体などが協力する枠
組みを作っており、銀行としても、「フードバンクと
企業を結ぶ活動」や、「SDGｓにいがた」と連携した
活動などに着手したところです。
　私は、金融に身を置く立場として、矛盾の解決に
取り組むべく、金融、民間企業、行政を繋げ、少し
でも暖かい社会となるように、活動して参ります。

「卓　話」
　　　　　長谷川 徹 会員
　第四北越銀行三条支店長谷川
です。
　本日は、金融に身を置いている
立場として、ロータリーの7つの重
点分野から、「子供の貧困問題」に
ついて、お話させていただきます。
　自己紹介ですが、1968年生まれ

で、出身は新発田市です。バブル世代と言われます
が、「積み木崩し」と言われて、高部知子を思い浮か
べる世代、最近では「Z世代に対しX世代」と言わ
れているそうです。
　新発田市と三条市を比較しますと、人口は三条市
93,500人に対し新発田市は94,000人と、ほぼ同じです
が、製造業は550社対160社。卸売業は540社対170社。
事業所合計で6,100社対4,500社。有効求人倍率が1.71
対1.21で、経済状況の違いが鮮明です。
　本日のテーマである「貧困問題」について説明し
ます。

　今年5月の新聞記事ですが、『母が追い詰められて
いると感じた妹は「食べ物がないので、学校の植物
図鑑で調べて、食べる草を探しに行った。近所のお
ばちゃんに食べ方を聞いた」…』

　ちなみに、12月2日の日経の記事ですが、社会的

令和３年度 三条市特別支援学級児童生徒

ウィンターフェスティバルウィンターフェスティバル
12月７日（火）、須頃小学校に於いてウィンターフェスティバルが開催されました。
子どもたちが計画した遊びをサンタさん、トナカイさんと一緒に行い、楽しい時間を過ごしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出席者はメークアップの欄に掲載しております）

吉井直樹さん
　あたたかい12月を過ごしています。
生活は楽ですが、仕事は不安です。
　本日、長谷川様卓話宜しくお願いします。
松永隆夫さん
　エール飲食券買ってきました。間に合いました。
菊池　渉さん
　寺も冬囲い、松つりが終りました。これらがムダ
になるような冬でありますように。

西山徳芳さん
　山茶花も雪囲いの内で咲いています。お茶も炉開
になりました。

斎藤弘文さん
　今朝、インフルエンザの予防接種を受けました。
安心です。

石倉政雄さん
　李君ようこそ。
明田川賢一さん、 小出子恵出さん、 渡辺良一さん、
小林吾郎さん、　 五十嵐博宣さん、 柳取崇之さん、
船越良則さん、　 落合孝夫さん、　 丸山行彦さん、
小越憲泰さん、　 金子俊郎さん、　 中村和彦さん、
近藤雄介さん、　 高橋　司さん、　 渡部　宏さん、
渡辺勝利さん、　 石黒良行さん、　 若槻八十彦さん、
石橋育於さん、　 関川　博さん、　 杉山幸英さん、
長谷川正実さん、 小林卓哉さん、　 中條克俊さん、
中村信一さん
　長谷川徹会員、本日は卓話ありがとうございます。
　お話楽しみにしております。

　　　　　　　　1 2月 8日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  512,000

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　みなさんこんにちは。
　三条市特別支援学級児童生徒「ウィン
ターフェスティバル」の分散開催の役目
で12月7日、須頃小学校へのサンタクロー
スの訪問、柳取社会奉仕委員長はじめ
参加した会員の皆様、ご苦労様でした。
子供たちにも大変喜んでもらえました

し、有意義な時間を過ごさせていただきました。帰り際には
早川校長先生より「来年もよろしくお願いします」との言葉
をいただきました。
　地区事務所より、8月佐賀・長崎市の豪雨災害支援金つい
ての御礼と報告がきております。皆様からの義捐金は、地区
より200万円、台湾姉妹クラブを含めた全国ロータリークラ
ブからの支援金は4600万円に達し、佐賀県・長崎県雲仙市、
被災地区クラブに振り分け贈呈したとの報告がありました。
　さて今回の話ですが、12月は疾病（病気）予防と治療月間
です。
　私事ですが、10年ほど前、会社で受けている健康診断が午
前中で終わり、午後すぐに「胃に異常があり」と連絡があり
まして病院で検査してくださいとのことでした。
　私には心当たりがあり、不定期ではありますが1週間から
10日間くらい同じ時間に胃痛で市販の薬を服用していたこと
がよくありました。多分自分は胃ガンになるだろうなと思っ
ていましたので、ついにと考えたのは本当のところでした。

　そこで、ガンだったら即入院・手術と考え、健診
のデータをいただいて、新潟大学医歯学総合病院で
内視鏡検査を受けました。結果は胃潰瘍で、しかも
同じ個所に2回できたあとがありガンではないとの
診断に、ほっと安堵をしましたが、その時の医師に
年一回内視鏡検査を受けることを勧められ、その年
より毎年11月の終わりに行っています。当然、今年
も行ってきまして異常なしとの結果でした。
　医師の話だと、「年に一回検診を受けていれば、
ガンが発見されたとしても体に大きな負担をかける
手術をしなくても治療はできる」とのことです。し
かし「今年はガン検診を受ける人はコロナの影響で
減っている」ともおっしゃっていました。
　コロナで亡くなる人よりガンで亡くなる人の方が
多いことが現実であることを考えますと、コロナ
対策は重要ですが継続して自分で注意していかなけ
ればならないことも重要だと思いました。
　もちろん1年後の予約もしてきました。
　以上です。

幹事報告
　　　　　　 五十嵐博宣 幹事

◎国際ロータリー日本事務局より
 「12月ロータリーレートのご案内」
　12月1日より　1ドル＝114円
◎高尾ガバナー事務所より
 「ガバナー月信 12月号発行のお知らせ」
◎地区事務所より
 「令和3年8月 佐賀・長崎豪雨災害義援金の御礼」
◎三条ローターアクトクラブより
 「12月第一例会のご案内」
　　　日　時　12月9日（木）19：30～21：00
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX
歸山　肇会長
　本日の卓話、長谷川さんよろしく御願いします。
長谷川徹さん
　本日の“卓話”つまらなくてすみません。
衛藤泰男さん
　昨日、市立須頃小学校特別支援学級生徒のウィン
ターフェスティバルに出席しました。初めてサン
タさんの衣装を着たのですが、付け髭が口に入り
大変でした。

　　次々週例会　 12月29日　 　 休会（年末）

　　次 週 例 会　 12月22日　 　 夜例会「忘年会」
  　　　　　　　　　　　　　　　　　18：30～　於 ジオ・ワールド ビップ


